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1 .沿革

古代 「き言拒益」によるとケ支苔お命左耳(思)与を串い東国に赴き，訴.
かぞ ふ魯

穀を栽培させた。このとき良質の麻が生育したところを総の国といい，阿誼斎部が
t.わ かみ しも

居住したところを安房郡と名づけたという。後に都に近い所を上つ総，速い所を下
かず 書 Lもう書

つ館、といった。こうして安房，上総，下総の三国が定まったのである。

上代 大化改新以後はそれぞれの国には国府が置かれ，その所在地は安房国府

(安房郡三芳村)上総国府(市原市)下総国府(市川市国府台)であった。そこに

は蝦東経営の要地として軍団が設けられ駅の制度も整えていた。そして奈良時代に

はこの三国にそれぞれ国分寺が建立され地方文化の中心となった。

平安時代に入ると，地方政治が乱れ，平将門の乱や平忠常の乱が起こり，房総の

地は痩弊した。のち，忠常の子孫から千葉氏や上総氏が台頭し，活躍したロ

中世 漉頼朝が鎌倉に幕府を聞くことに先立って千葉常胤，上総広常は功があ

り房総に大きな勢力を占めた。のち室町，戦国時代となり中央政権の争奪戦や関東

管領の対立抗戦の中に巻きこまれた。

近世 豊臣秀吉が天下を統一し関東の地を徳川家康に与え，次いで家康が江戸

に幕府を聞くと，房総の地はおひざ元として重要であるため幕府は天領，旗本領や

佐倉藩をはじめ譜代の小藩を配置したロ初期には 10藩，幕末には 16藩，明治初年に

は23藩であった。

近代 明治初年からの固まぐるしい行政変遷の後，同 4年11月，安房 4郡と上
いんぽ ひたち

総 9郡をもって木更津県，下総 9郡をもって印措県，下総 3郡と常陸 6郡をもって

新治県が成立。同 6年 6月木更津県と印措県を廃止し，千葉県が成立。県庁を千葉

町に置いた。

現代 戦後，昭和27年 3月， r産業経済振興計画Jが立案され，京葉工業地帯

の造成が急ピッチで進められた。内陸工業の導入，ニュータウンの造成，新東京国

際空港の開港，道路網の整備と県内は大きく変化した。

平成 3年度からは，同 7年度を目標とした「さわやかハートちば 5か年計画」が

実施され， r豊かさを実感できるふるさと千葉づくり Jを進めている。


